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　「障害」の表記について 
　　　現在、全国的な傾向として「障害」の害の字をひらがなに改め、「障がい」と表記

する自治体が多くなっています。本町では、法律において「障害」の表記がなされて

いるため、原則としてすべての文章で「障害」の表記をしています。国の法制度等で

固有名詞として「障がい」の表記が用いられるものについては、「障害」の害の字を

ひらがなで表記しています。 


